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I 高岳引込線沿線の現況整理（交通システムの計画条件の整理）

１． 高岳引込線の現況

１） 鉄路の現況
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２） 路線長

高岳引込線は、JR 小山駅から東光高岳を結ぶ延長約５km の個人事業主が所有する貨物専用

鉄道である。
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３） 小山駅との接続状況

高岳引込線は県道 264 号（小山結城線）の北側まで敷設されており、JR小山駅まで接続さ

れていない。そのため、貨物はスイッチバックで JR 本線に乗入れて運行している。
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４） 貨物の運行状況

貨物利用は、東光高岳で製作された変圧器の搬出用に限定されており、その使用頻度は、

年に数回と極めて低く、普段はほとんど利用されていない状況にある。
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５） 底地の財産状況

高岳引込線の底地については、JR 貨物と古河電工、東光高岳の３者による区分となってい

る。
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６） 用途地域の状況

高岳引込線は中心市街地に近接している。

沿線一帯には、土地区画整理事業等を伴い形成された低層の住宅地が広く分布していると

ともに、UACJ 押出加工小山(旧古河スカイ)や富士通などの大規模な工場が立地している。

島状の市街化区域の飛び地となっている東光高岳付近は、沿線の東側に大規模な住宅団地

（小山東ニュータウン）と大規模な商業施設が立地している。背後には小山高専が立地する。
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７） 農用地

また、沿線の西側は市街化調整区域となっており、田園地帯が広がる。

沿線の工場敷地内や市街化区域の外縁部(市街化調整区域の田園等)には、空地や遊休地と

なっている低未利用地が分布している。ただし、工場敷地内の用地については、工場立地法

等の法令に基づく緑地面積として確保されていることや、土壌汚染なども危惧されることか

ら、開発用地としての活用には今後の詳細な検討が必要となる。
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８） 道路幅員等の整理

高岳引込線沿線において、市道 15 号線が最も道路幅員が広く約 20ｍとなっている。

鉄軌道敷きは約 7.5ｍ（図測、株式会社 UACJ 押出加工前面部）となっている。
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９） 道路交通状況の整理

周辺道路交通のうち、東西方向の県道 264 号が最も交通量が多い。

出典：H22 年度道路交通センサス

図 道路交通実態の整理

【小山環状線（県道 33 号）】

道路部幅員：16.0ｍ

自動車類交通量：15,899台/24h

【小山下野線】

道路部幅員：10.30ｍ

自動車類交通量：8,900 台/24h

【小山下野線】

道路部幅員：17.95ｍ

自動車類交通量：13,901台/24h

【小山結城線（県道 264号）】

道路部幅員：15.15ｍ

自動車類交通量：17,758台/24h

【小山結城線（県道 265号）】

道路部幅員：15.15ｍ

自動車類交通量：12,410台/24h

【小山停車場線（県道 263 号）】

道路部幅員：24.90ｍ

自動車類交通量：7,862 台/24h

【粟宮喜沢線（県道 265号）】

道路部幅員：11.80ｍ

自動車類交通量：13,925台/24h
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１０） 沿線人口等の整理

（１）人口分布

沿線の一部は市街化調整区域や農用地が広がっていることから、人口の粗密がみられ、沿

線人口約９千人（沿線 500ｍメッシュ集計）となっている。

出典：H22 国勢調査

図 町丁目別の人口総数

出典：H22 国勢調査

図 500ｍメッシュ人口

概略沿線人口：９，１５９人
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（２）高齢者人口

高齢者人口は、今後の見込みとして沿線でも非常に多くなることが予想される。

出典：H22 国勢調査

図 町丁目別の高齢者（65 歳以上）人口

出典：H22 国勢調査

図 10 年後の高齢者見込み
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（３）生産年齢人口

出典：H22 国勢調査

図 町丁目別の生産年齢（15以上 65歳未満）人口

（４）従業者数

出典：H22 国勢調査

図 町丁目別の従業者総数
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１１） 交通実態の整理

（１）通勤通学時における交通実態

15 歳以上通勤・通学時の交通手段について、小山市は栃木県内の他都市（人口規模上位）

と比較して鉄道分担率が高い。小山市の経年変化としては自家用車が増加し、自転車の減少

がみられる。

図 15 歳以上通勤・通学者の交通手段（栃木県内周辺市との比較）

出典：国勢調査（H12,22）

図 15 歳以上通勤・通学者の交通手段（小山市における経年変化）

（２）小山駅東口利用者の端末交通手段

小山駅東口における端末交通手段として、自動車分担率が最も多く 40％を占めている。次

いで徒歩 35.6％、自転車 21.2％となっており、公共交通であるバスは 3.2％で最も少ない。

※平成 24年度平日調査

出典：新交通システムの導入に向けた勉強会（第１回資料）

図 小山駅東口の端末交通手段構成比
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（３）小山駅利用者（定期券所有者）の端末交通手段

鉄道定期券所有者による駅端末交通手段のうち、駅アクセス方向は自転車分担率が最も多

く、次いで自動車の順となっている。駅イグレスは送迎バスが最も多い。

※集計対象：東北本線及び東北新幹線利用者のうち定期券所有者

出典：第 11回大都市交通センサス（H23 年度調査）

図 小山駅における端末交通手段
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（４）公共交通等の利用状況

① 鉄道の利用状況

JR 線の２駅における乗車人員は、近年微増傾向にある。

出典：平成 26年度小山市統計年報

図 駅別の乗車人員
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② バスの利用状況

市内を運行するコミュニティバス（200 円/回）は、小山駅と東光高岳方面を結ぶ系統

として高岳線と城東中久喜線の２路線があり、いずれも１時間に１本の運行で他の路線

と比較して利用が多い系統となっている。

図 コミュニティバスの路線図

表 コミュニティバスの利用状況

出典：小山市資料
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③ 自転車駐車場の利用状況

公営自転車等駐車所のうち、小山駅東口が最も利用者が多い。小山駅東口における定

期利用者の居住地分布は、西城南が最も多く次いで城東、犬塚、駅南町の順となってい

る。

図 小山駅周辺自転車等駐車場の利用状況（H26 年度）

※小山駅東自転車駐車場において、定期登録者が多い居住地の町字名上位のみ図示

図 小山駅東自転車等駐車場の定期利用者居住地分布

【小山駅東】
自転車：77,649台/年
バイク：1,385 台/年

【新幹線下】
自転車：5,784 台/年
バイク：550 台/年

【城山町二丁目】
自転車：872台/年
バイク：95 台/年

【小山中央】
自転車：7,170 台/年
バイク：432 台/年
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２． 地域住民等の意向

１） 沿線自治会の意向

出典：小山工業高等専門学校 豊川准教授 資料
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２） 沿線企業等の意向把握

高岳引込線周辺における企業に対して行った意向把握の結果を以下に整理する。

【ヒアリング調査の実施概要】

実 施 日 対 象

平成 27 年 12 月 10 日（木）
株式会社 UACJ 押出加工

東京鋼鐵株式会社

平成 27 年 12 月 11 日（金）
富士通株式会社

白鷗大学

平成 27 年 12 月 14 日（月）
古河電気工業株式会社

株式会社東光高岳

平成 27 年 12 月 17 日（木）
美濃工業栃木株式会社

イオン小山店、イオンモール小山

平成 28 年１月 18 日（月） 学校法人清芳学園（幼稚園、保育園）

【ヒアリング要旨（従業員、通勤動向等）】

【UACJ 押出加工】
従業員：約 600 名
通勤形態としては、大半が車
通勤（３交代制で 24時間稼
働）

【東京鋼鐵】
従業員：約 200 名
通勤形態としては、９割以上
が車通勤で、10 名程度が電
車通勤（小山駅からタクシー
相乗り）

【富士通】
従業員：約 2,200 名
通勤形態としては、車
が９割で、電車通勤は
約 200 名程度

【白鷗大学】
学生数：約 807 名
（法学部 2 年生以上、大学院法学研究
科、大学院法務研究科合計）

学生の７割が栃木・茨城から
通学、３割が小山市内在住

【東光高岳】
従業員：約 915 名
通勤形態としては、電車通勤が
50 名、従業員の住まいは小山市
内が５割で残りは周辺市町村

【美濃工業栃木】
従業員：約 120 名
通勤形態としては、15
名が公共交通で残りは
車利用

【ｲｵﾝ小山店・ｲｵﾝﾓｰﾙ小山】
従業員：ｲｵﾝ約 400名

ｲｵﾝﾓｰﾙ約 500 名
通勤形態としては、ほとんど
が車利用

【小山工業高等専
門学校】
学生数：約 1,026 名
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【ヒアリング要旨（交通システムに関する主な意見等を抜粋）】

利用意向  夜間勤務があるため全ての従業員が新交通システムに転換することは難しいが、

従業員は夜飲みに小山駅前に出ることがあるが、その時に新交通システムを使う

こともあるかもしれない。

 日中勤務の場合は、新交通システムの需要はあると考える。

 夜飲みに行くときは小山駅前に行くので、新交通システムができると利用した

い。

 バスは運行される前はあまり需要がないだろうと言われていたが、今はたくさん

の人が乗っている。イオンまでバスに乗り切れていない高齢者がいるはずであ

り、色々な公共交通をつくるべきである。

 バスは時間が読めないが、電車（新交通）であれば定時性の面で駅に行くにはい

い。

計画検討

について
 貨物輸送の対応など計画条件を明確にするべきである。

 ルートを現行の鉄道敷よりも延伸することについては、費用がかかるので背伸び

感がある。

 引込線からイオンまでは距離があるので、イオン方向にルートを追加するのはど

うか。

留意点・

懸案事項
 車通勤やトラックの横断に支障がないように留意してほしい。

 富士通としては新交通によるメリットもデメリットもないと思っているので、何

をしてほしいというのはない。ただ、市民目線として、引込線までの距離は住ん

でいる地域によって異なり平等にすることができないので、みんなが使える施設

をつくってほしい。

 事業の内容に対して検討の時間が無さ過ぎるように感じる。時間に負けて妥協す

るくらいならやらないほうがいいので、遠回りをしてもいいものをつくってほし

い。動機を忘れずに取り組んで欲しい。

 基本的にはこの事業に賛成だが、特定の企業に利益があると思われないように新

交通を利用しない人にも納得感を持たせることが必要である。

まちづく

り関連
 商業施設や病院などが沿線にあるとよい。

 新交通ができれば高齢化する小山東ニュータウンがよくなるのでは。

 沿線に住宅ができると新交通の需要が高まるのでは。

 公共施設が沿線にあるとよいのではないか。

その他  高岳引込線を挟んで向かいの施設で不純物を除去しており、１日１回、トラック

が高岳引込線を横断する。

 イオンでは以前シャトルバスを運行していたが、利用者があまりいなかったため

廃止した。
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II 交通システム導入基本方針の検討

１． 計画条件等の検討課題整理

前述までの整理を踏まえ、高岳引込線を活用した新たな交通システムの導入に向けた検討

課題を以下に整理する。

○貨物と旅客の併用化が必要

・高岳引込線は将来的にも高岳製作所による貨物輸送が行われるため、旅客化に際しては

貨物との鉄路併用が必要である。

・そのため、既存鉄軌道を活用した交通システムの選択が必要となる。（鉄路を利用した交

通システムの導入検討を基本とする）

○既存公共交通体系の再編が必要

・当該地域にはコミュニティバスが２系統運行しており、高岳引込線の旅客化に際しては

公共交通体系としての再構築が必要である。

○小山駅との接続が必要

・現状の高岳引込線は JR 小山駅まで敷設されていないことから、小山駅への乗入れにはス

イッチバックや、線路の延伸が必要な状況となっている。

・高岳引込線を幹線公共交通軸として位置付けていくうえで、JR 小山駅とのシームレスな

接続が必要である。

○安定的な需要の確保が必要

・高岳引込線の沿線は住宅や小山東ニュータウン等の張り付きが見られるものの沿線人口

は約９千人（沿線 500ｍメッシュ集計）であり、カバー人口が少ない状況にある。

・持続的な交通システムとして成立させるためには安定的な需要確保が必要であり、沿線

人口増だけでなく医療・集客施設等の施設立地誘導など、計画的なまちづくり誘導や交

通行動の転換等の総合的な取組が必要である。

・需要確保に向けては、高岳引込線を有効活用しつつ、市街地への鉄軌道延伸による需要

増の可能性についても整備コストに留意して検討を行うことが必要である。

○採算性の向上（整備費・運営費の低減）が必要

・既存鉄道線を活用することでイニシャルコストの縮減が期待される一方で、新たな交通

システムを導入する上で、LRT の場合でも施設やシステム整備の内容によりコストが大

きく異なる（下表参照）ことから、十分な計画検討を踏まえ事業スキームや、運営・維

持管理費等の様々なコスト縮減方策の検討が必要である。

（参考）先行事例における整備コスト

交通ｼｽﾃﾑ 運行間隔 整備延長 事業費 単価

富山市
（富山港線路面電車化）

LRT 10～15 分
7.6km

（単線）
約 58 億円 約８億円/km

宇都宮市 LRT ６～10 分
約 15km

（複線）
約 450 億円 約 30 億円/km


